
藤原 雄 

FUJIWARA Yu 

1932 岡山県和気郡伊里村穂浪（現・備前市穂浪）に藤原啓の長男として生まれる 

1951 和気閑谷高校を卒業し、明治大学文学部に入学 

1955 明治大学を卒業後、父のもとで修業を開始する 

1960 初個展を東京三越、岡山天満屋で開催 

1961 日本工芸会正会員となる 

1963 バルセロナ国際陶芸展グランプリ 

1964 アメリカ、カナダ、メキシコ、スペインなどの大学等で備前焼の講座を受け持つ 

国外初個展（アメリカ、カナダ） 

1967 父のもとを離れ、窯を築き独立 

1966 年度日本陶磁協会賞 

1973 第 15 回金重陶陽賞 

オーストラリア政府の招聘で、シドニー大学等で備前焼の講座を受け持つ 

1975 第 17 回岡山県文化奨励賞 

1980 岡山県指定重要無形文化財保持者に認定される 

1984 山陽新聞（文化功労）賞 

1985 第 37 回岡山県文化賞 

1988 個展「備前一千年、そして今、―藤原雄の世界展」（韓国国立現代美術館） 

日本工芸会理事及び同中国支部幹事長に就任 

1990 芸術選奨文部大臣賞 

1996 倉敷芸術科学大学教授となる 

1996 国指定重要無形文化財保持者に認定される 

1997 「備前焼 千年の伝統美」展出品（国立陶磁器美術館／フランス） 

2001 逝去 

2006 備前市名誉市民となる 


